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【
熊
本
天
草
幹
線
道
路
に
つ
い
て
】

■浜崎  

新
天
草
一
号
橋
「
天
城
橋
」
を

含
む
、
3
・
7
㎞
が
開
通
し
た
。
し
か

し
3
・
7
㎞
は
70
㎞
の
僅
か
5
・
3
％

で
こ
れ
ま
で
供
用
中
の
13
・
3
㎞
と
あ

わ
せ
17
㎞
、
全
体
で
は
僅
か
24
％
。
今

後
の
計
画
は
。

■建設部長  

7
月
3
日
に
国
土
交
通
省

に
要
望
活
動
。
8
月
1
、
2
日
、
衆
参

国
会
議
員
、
国
交
省
、
九
州
地
方
整
備

局
、
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
へ
要
望
活

動
。
10
月
27
日
に
は
天
草
島
民
集
会
を

開
催
す
る
。

■浜崎  

熊
本
天
草
幹
線
道
路
・
路
線
図

を
天
草
市
役
所
・
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
掲

示
し
て
整
備
、
調
査
、
未
指
定
区
間
、

進
捗
率
も
路
線
図
に
標
示
し
て
市
民
に

開
示
す
べ
き
で
あ
る
。

【
三
県
架
橋
、天
草
八
代
架
橋
に
つ
い
て
】

■浜崎  

私
は
天
草
八
代
架
橋
実
現
こ
そ

が
天
草
発
展
に
と
っ
て
の
究
極
の
起
死

回
生
策
で
あ
り
、
絶
対
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
、
徹
底
し
た

調
査
研
究
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

お
考
え
は
な
い
か
。

■市長  
天
草
市
の
土
地
に
架
か
る
架
橋

が
最
も
優
先
す
べ
き
と
考
え
る
。

【
天
草
管
内
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
】

■浜崎  「
国
道
3
8
9
号
線
」
の
下
田

南
工
区
の
2
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
改
良
の

遅
れ
に
対
す
る
市
民
の
怒
り
は
頂
点
に

達
し
て
い
る
。「
県
道
35
号
線
」「
県
道

26
号
線
」の
遅
れ
も
甚
だ
し
い
が
、
進

捗
状
況
と
今
後
の
計
画
を
問
う
。

■建設部長  

熊
本
県
と
連
携
し
一
日
も

早
い
完
成
を
目
指
し
て
い
く
。

■浜崎  

各
管
轄
の
支
所
に
掲
示
し
て
市

民
に
対
し
道
路
の
計
画
、
進
捗
率
を
開

示
す
べ
き
。

【
夕
陽
に
つ
い
て
】

■浜崎  

夕
陽
八
景
に
対
す
る
整
備
が
遅

れ
過
ぎ
で
あ
る
。■観光文化部長 

必
要
な
対
策
を
急
ぐ
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
四
季
に
つ
い
て
】

■浜崎  

ギ
ャ
ラ
リ
ー
四
季
に
つ
い
て
の

ご
見
解
を
お
尋
ね
す
る
。

■市長  

ご
遺
族
の
意
向
を
踏
ま
え
平
成

28
年
11
月
に
書
や
絵
画
の
展
示
披
露
の

場
と
し
て
設
置
。
本
渡
中
央
銀
天
街
と

周
辺
商
店
街
を
以
前
の
よ
う
に
賑
わ
う

場
所
に
し
た
い
。
今
後
も
官
民
一
体
と

な
っ
て
商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
努
力

し
て
い
く
。

浜崎 昭臣
議員

■浜崎  

天
草
市
の
地
域
別
疾
病
の
状
況

を
確
認
し
、
地
域
別
に
疾
病
対
策
を
行

う
こ
と
で
医
療
費
の
減
少
に
つ
な
げ
て

い
く
取
り
組
み
が
必
要
。
現
在
、
医
療

費
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
疾
病
は
・
疾

病
の
順
位
は
・
一
人
当
た
り
の
医
療
費

が
高
い
も
の
は
な
に
か
。

■市民生活部長  

市
民
の
３
割
を
占
め

る
国
保
の
う
ち
、
医
療
費
が
多
く
使
わ

れ
て
い
る
疾
病
に
つ
い
て
は
、
循
環
器

系
の
疾
患
、
新
生
物
（
腫
瘍
）、
腎
尿

路
生
殖
器
系
の
疾
患
な
ど
。
地
域
別
疾

病
の
順
位
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
の

順
位
と
も
に
、概
ね
全
地
域
で
腎
不
全
、

高
血
圧
性
疾
患
、
糖
尿
病
が
上
位
を
占

め
て
い
る
。
被
保
険
者
の
健
康
維
持
・

増
進
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
を

抑
制
し
、
結
果
と
し
て
国
保
税
の
上
昇

を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

■浜崎  

天
草
市
が
貸
し
付
け
て
い
る

統
廃
合
後
に
廃
校
と
な
っ
た
学
校
施
設

等
に
つ
い
て
、
管
理
や
使
用
状
況
は
確

認
し
て
い
る
か
。
維
持
管
理
が
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
対
処
を
し
て
い
く
の
か
。

■総務部長  

統
廃
合
で
廃
校
と
な
っ
た

学
校
の
校
舎
に
つ
い
て
は
、
地
域
や
民

間
事
業
者
に
貸
し
付
け
て
い
る
も
の
も

あ
る
。
貸
し
付
け
に
あ
た
っ
て
は
賃
貸

借
契
約
を
締
結
し
、
維
持
管
理
は
借
主

で
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
管
理
や

使
用
状
況
を
定
期
的
に
は
確
認
し
て
い

な
い
が
、
今
後
は
必
要
に
応
じ
て
確
認

に
努
め
る
。

■浜崎  

天
草
の
未
利
用
資
源
（
例
・
魚

の
ウ
ロ
コ
か
ら
コ
ラ
ー
ゲ
ン
）
を
活
用

し
て
、
雇
用
の
場
と
宝
を
造
る
取
り
組

み
を
行
う
た
め
に
、
研
究
所
の
招
致
を

行
う
べ
き
。
天
草
の
未
利
用
の
新
た
な

商
品
開
発
が
期
待
さ
れ
る
。
天
草
の
全

市
民
が
健
康
で
長
生
き
し
、
医
療
費
削

減
で
国
保
税
の
引
き
下
げ
、
天
草
市
の

使
用
さ
れ
て
い
な
い
資
源
の
有
効
活
用

で
天
草
の
宝
を
生
み
出
す
、
研
究
所
の

招
致
が
必
要
。

■経済部長  

議
員
紹
介
の
よ
う
な
研
究

所
が
あ
れ
ば
誘
致
に
取
り
組
む
。

●
国
保
税
引
き
下
げ
の
た
め
の
対
策

●
市
の
財
産
の
管
理
と
使
用
状
況
に
つ
い
て

●
天
草
の
未
利
用
の
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

浜﨑 義昭
議員

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
問
う

■五嶋  

今
回
の
市
長
選
に
お
け
る
市
長

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
施
策
の
４
本
柱
と
24

の
政
策
に
つ
い
て
、
市
長
の
思
い
や
具

体
的
内
容
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　ま
ず
は
、
移
住
・
定
住
の
増
加
を
図

る
た
め
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
、
新

規
就
農
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。

■市長  

移
住
・
定
住
者
に
つ
い
て
は
、

年
々
相
談
者
が
増
加
し
て
お
り
、
本
年

度
中
に
「
天
草
市
移
住
・
定
住
促
進
計

画
」
を
策
定
し
、
今
後
４
年
間
で
４
０

０
人
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

　
次
に
、
新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
は
、
新
規
就
農
者
の
栽
培
技
術
の
向

上
や
優
良
農
地
の
斡
旋
、
研
修
機
会
の

確
保
な
ど
の
課
題
解
決
の
た
め
設
置
す

る
。
サ
ポ
ー
タ
ー
は
６
人
程
度
、
１
８

０
人
の
新
規
就
農
者
を
想
定
し
て
い

る
。■五嶋  

天
草
市
は
、
急
激
な
人
口
減
少

社
会
に
あ
る
。
一
次
産
業
と
観
光
産
業

の
振
興
が
人
口
減
少
対
策
と
し
て
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
長
の
思

い
、
ご
意
見
を
伺
い
た
い
。

■市長  

今
回
の
市
長
選
挙
に
あ
た
っ
て

は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
３
本
の
柱

「
強
力
な
経
済
対
策
」「
き
め
細
か
な
生

活
支
援
」「
市
民
目
線
の
行
財
政
改
革
」

に
、
天
草
の
豊
か
な
自
然
や
魅
力
あ
る

地
域
資
源
を
生
か
し
、
移
住
定
住
も
含

め
て
地
域
に
人
を
呼
び
込
む
こ
と
を
目

的
に
、「
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
を

新
た
な
柱
と
し
て
加
え
て
い
る
。
今
後

も
こ
の
４
本
柱
を
基
に
、
少
し
で
も
人

口
減
少
が
緩
や
か
に
な
る
よ
う
、
一
次

産
業
及
び
観
光
産
業
振
興
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。

五嶋 善彦
議員

■脇島  
ど
う
な
る
御
所
浦
架
橋
建
設
。

■市長  
ま
ず
は
地
元
代
表
を
含
め
た
県

知
事
と
の
面
談
に
つ
い
て
、
知
事
及
び

県
関
係
者
と
交
渉

し
、
そ
の
機
会
を

設
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
を

し
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
地
元
住
民

に
説
明
を
行
う
。

　
　
　
　 

■脇島  

架
橋
建
設
と
地
域
振
興
は
一
体

で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
市
の
考
え
は
。

■市長  

架
橋
事
業
の
長
期
化
に
伴
う
島

民
の
皆
様
の
移
動
に
か
か
る
経
費
の
負

担
軽
減
策
な
ど
、
御
所
浦
地
域
振
興
策

の
継
続
を
強
力
に
県
に
要
望
し
て
い

く
。

 

■脇島  

白
亜
紀
資
料
館
の
今
後
の
計

画
は
。■観光文化部長 

今
後
の
計
画
と
し
て

は
、今
年
度
中
に
基
本
計
画
を
策
定
し
、

平
成
31
年
度
か
ら
32
年
度
に
基
本
設
計

及
び
実
施
設
計
を
作
成
。
平
成
33
年
度

か
ら
34
年
度
に
本
体
工
事
及
び
展
示
物

等
の
整
備
を
行
い
、
平
成
35
年
４
月
に

新
し
い
施
設
の
開
館
を
予
定
し
て
い

る
。
そ
れ
に
伴
い
、
現
在
の
施
設
（
御

所
浦
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

は
全
て
解
体
し
、
博
物
館
の
機
能
と
御

所
浦
地
域
の
方
々
の
交
流
拠
点
と
な
る

よ
う
な
機
能
も
含
め
た
新
し
い
施
設
を

建
設
し
て
い
く
。

脇島 義純
議員

御
所
浦
架
橋
・
振
興
策

白
亜
紀
資
料
館
に
つ
い
て

熊
本
天
草
幹
線
道
路
、
三
県
架
橋
、

天
草
八
代
架
橋
、
天
草
管
内
の
道
路
整
備

東京での移住相談会のようす

希望の橋

現在の資料館が入る御所浦地区コミュニティセンター


